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６月定例県議会

共
産
党
県
議
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い

「
日
本
共
産
党
福
島
県
議
団
」
で

「
検
索
」
す
る
と
見
ら
れ
ま
す
。

作
業
員
の
被
曝
低
減

の
徹
底
に
つ
い
て
県

の
認
識
を
求
め
、
県

は
こ
れ
ら
す
べ
て
に

対
応
し
て
い
く
と
答

問
題
、
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を

ど
う
す
る
か
な
ど
で
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
本
格
導
入
、
人
間
ら
し
い
働

き
方
と
く
ら
し
を
実
現
す
る
低
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
へ
の
転
換
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

｢

原
発
か
ら
の
撤
退｣

と
い
う
一
致

点
で
共
同
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

３
月

日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
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る
地
震
と
津
波
、
原
発
の
過
酷
事
故

か
ら
４
ヶ
月
が
経
過
し
て
も
、
い
ま

だ
原
発
事
故
の
収
束
の
見
通
し
が
立

た
な
い
な
か
、
約

万
人
も
の
避
難
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者
を
発
生
さ
せ
、
さ
ら
に
県
内
全
域

に
わ
た
っ
て
放
射
能
汚
染
が
広
が
り

続
け
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
は
、
他
の
事
故
に
は
な

い
「
異
質
の
危
険
」
を
持
ち
ま
す
。

重
大
事
故
が
発
生
し
、
放
射
性
物
質

が
外
部
に
放
出
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ

れ
を
完
全
に
抑
え
る
手
段
は
存
在
せ

ず
、
被
害
を
、
空
間
的
・
時
間
的
・

社
会
的
に
限
定
す
る
こ
と
は
不
可
能

に
な
り
ま
す
。

大
震
災
と
原
発
事
故
の
克
服
は
国

政
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
日
本
の
政

治
の
あ
り
方
の
根
本
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

◇

◆

◇

◆

◇

◆

日
本
共
産
党
は
、
救
援
や
事
故
収

束
な
ど
の
緊
急
課
題
で
は
政
治
的
立

場
の
違
い
を
超
え
て
力
を
あ
わ
せ
る

と
と
も
に
、
復
興
の
あ
り
方
と
財
源

発
の
全
基
廃
炉
を
前
提
と
し
た

脱
原
発
な
の
か
」
と
質
し
て
も
、

「
廃
炉
」
に
つ
い
て
は
明
言
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
や
県

民
の
健
康
を
守
る

県
外
避
難
者
を
含
め
て
県
が
支

援
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
特
定
避

難
勧
奨
地
点
）
へ
の
支
援
、
生

活
空
間
す
べ
て
の
汚
染
表
土
の

除
去
、
メ
ッ
シ
ュ
調
査
で
汚
染

マ
ッ
プ
の
作
成
、
内
部
被
曝
を

測
る
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

ー
の
増
設
、
高
校
生
以
上
に
も

線
量
計
の
配
布
を
、
今
後
長
期

に
わ
た
る
健
康
診
査
を
、
原
発

つ
い
て
、
の
４
つ
の
テ
ー
マ
で

知
事
や
県
の
認
識
を
質
し
ま
し

た
。

知
事
が
「
原
発
に
依
存
し
な
い
」

こ
と
を
初
め
て
明
言

第
一
、
第
二
原
発
の
「
廃
炉
」

に
は
ふ
れ
ず

県
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員

会
（
有
識
者
）
が
、
復
興
の
前

提
と
し
て
「
脱
原
発
」
を
明
確

に
打
ち
出
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
知
事
は
、
６
月
県
議
会
で

は
「
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会

を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
も
っ
た
」
と
踏
み
込
ん

だ
答
弁
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

神
山
県
議
が
「
第
一
、
第
二
原

７
月
１
日
、
神
山
県
議
が
一

般
質
問
で
登
壇
し
、
①
東
電
の

原
発
事
故
に
つ
い
て
、
②
放
射

能
汚
染
か
ら
県
民
と
子
ど
も
の

健
康
被
害
を
低
減
さ
せ
る
た
め

に
、
③
避
難
住
民
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
④
原
発
賠
償
問
題
に

被
災
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

共
産
党
は
、
一
貫
し
て

年
以
上
も
前
か
ら
原
発
の
建
設
に
反
対
し
、
危
険
性
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
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地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て
も
警
告
を
発
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
も
東
電
も
対
策
を
怠
り
放
置
し

て
き
た
の
で
す
。
今
回
の
原
発
事
故
は
、
ま
さ
に
「
人
災
」
そ
の
も
の
で
す
。

一
方
、
県
議
会
は
、
震
災
後
に
災
害
対
策
本
部
会
議
や
災
害
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
論
戦
を
交
わ

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
東
電
の
原
発
事
故
を
受
け
て
、
知
事
や
各
会
派
が
今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

く
の
か
は
大
変
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
福
島
県
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
が
、「
原
発
に
依
存
し
な
い
安
全
・
安
心
な
社
会
づ
く
り
」

の
基
本
理
念
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
知
事
や
各
会
派
は
従
来
の
原
発
推
進
の
姿
勢
を
大
き
く
転
換
さ
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
６
月
県
議
会
最
終
日
に
は
、「
脱
原
発
」
に
向
か
っ
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飛
躍
的
推

進
、
放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
や
県
民
を
守
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
と
っ
て
い
く
こ
と
を
、
県
と

県
議
会
が
一
致
し
て
と
り
く
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

弁
。さ

ら
に
、
県
外
避
難
者
を
含

め
た
避
難
の
実
態
の
把
握
を
求

め
、
住
宅
と
雇
用
の
確
保
、
教

職
員
の
増
員
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。

自
主
避
難
、
精
神
的
被
害
も
原

発
損
害
賠
償
の
対
象
者

国
へ
「
特
別
法
の
制
定
」
を
求

め
る原

子
力
損
害
賠
償
の
県
の
窓

口
体
制
の
強
化
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
県
は
、
自
主
避
難
者

も
賠
償
の
対
象
と
な
る
こ
と
、

原
発
か
ら
の
距
離
や
線
量
に
よ

る
「
線
引
き
」
は
し
て
い
な
い

こ
と
。
今
後
も
特
別
法
の
制
定

を
国
に
求
め
て
い
く
と
の
県
の

姿
勢
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

県の｢復興ビジョン(素案)｣へ県民の意見を
基本理念に｢原子力に依存しない、安全・安心で持

続的に発展可能な社会づくり｣をかかげた「福島県復
興ビジョン（素案）」に対して、８月３日まで広く意
見を募集しています。
＜連絡先＞
企画調整部総合計画課
〒960-8670 福島県福島市杉妻町2-16

電話：024-521-7923
FAX ：024-521-7911
fukkouvision@pref.fukushima.jp

日本の自然エネルギーは
大きな可能性を持つ

日本で実際のエネルギーとなり得る資源量は、太陽光、中

小水力、地熱、風力だけでも、20億キロワット以上と推定さ

れています。これは、日本にある発電設備の電力供給能力の

約10倍、原発54基の発電能力の約40倍です。(環境省などの試

算)

日本の自然エネルギーの技術は、世界でも先進的なもので

あり、日本の技術を使って日本よりはるかにすすんだ自然エ

ネルギーのとりくみをおこなっている国も少なくありません。

今後、５～10年の間に、総発電量の25％をしめる原発をゼ

ロにし、自然エネルギーへの置き換えと低エネルギー社会へ

のとりくみで、総発電量の２～３割程度を自然エネルギーに

するという目標は、日本の技術水準からみても、けっして不

可能なことではありません。

日本の問題は、電力需要も、温室効果ガス対策も、原発に

依存し続けてきた政治の遅れにこそあります。この５年間に

原子力対策には２兆円以上の税金がつぎ込まれてきましたが、

自然エネルギー対策は6500億円にも達しません。

自然エネルギーの本格的導入は、エネルギー自給率を高め、

新たな仕事と雇用を創出し、地域経済の振興と内需主導の日

本経済への大きな力にもなります。

６
月
定
例
県
議
会
に
向
け
て
知
事
に
申
し

入
れ
す
る
県
議
団
（
６
月
３
日
）



地
震
、
津
波
か
ら
の
復
旧
を
迅
速
に

す
す
め
る
対
策
を

宮
川
県
議
の
質
問
に
、
県
は
、
避

難
所
の
保
健
師
配
置
・
洗
濯
機
配
置

は
強
化
す
る
と
答
え
、
個
人
で
借
り

た
避
難
住
宅
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
家
賃

の
補
助
を
出
す
事
、
公
平
に
扱
う
べ

き
と
質
問
し
た
こ
と
で
は
、
で
き

る
だ
け
要
望
に
そ
う
形
で
、
国
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し

た
。
い
わ
き
市
南
部
の
余
震
災
害

で
は
、
瓦
等
被
害
対
策
支
援
は
調

べ
る
。
県
道
い
わ
き
石
川
線
の
田

人
地
区
と
釜
戸
地
区
の
が
け
崩
れ

は
半
年
程
度
の
復
旧
を
目
指
す
と

い
う
土
木
部
長
の
答
弁
で
し
た
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
に
す
べ
て
の

こ
と
を
実
施
す
る
立
場
こ
そ

「
ふ
く
し
ま
の
子
ど
も
を
守
る

緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
実

施
す
る
２
６
０
億
円
の
予
算
が
決

ま
り
ま
し
た
。
内
容
は
①
１
５
歳

未
満
の
子
ど
も
と
妊
婦
に
個
人
積

算
線
量
計
（
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
）
を

配
布
、
②
通
学
路
の
安
全
確
保
で

は
空
間
線
量
計
配
布
と
高
圧
洗
浄

機
配
置
を
各
小
学
校
区
に
、
③
１

●採択された意見書
◇公立学校施設における防災機能の整備の推

進を求める意見書
◇東日本大震災の復旧・復校と原子力災害へ

の速やかな対応を求める意見書
◇東日本大震災の被災地域における農漁協の

金融機能強化に関する意見書
◇子どもたちに長期的な健康モニタリングと

定期的な健康診断の実施を求める意見書
◇東日本大震災及び原子力事故による被災地

農家及び土地改良区等への支援を求める意
見書

●党が紹介議員になった請願・意見書

の扱いについて
党県議団が紹介議員となった新規請願、新婦人

福島県本部から提出された「福島県内すべての原
発の廃炉を求めることについて」、「『福島の子ど
もを守る緊急プロジェクト』の早急な実施を求め
ることについて」、「乳幼児、小中学生だけでなく、
成長期の高校生にも被曝線量の基準を示し、放射
能の学習をする機会も設け、被曝線量を低くする
措置をとるよう求めることについて」「平成２４

年度は小中学校教諭、特別支援学校教諭（小中学
部）、養護教諭の採用を行わないとしているが、
例年通り採用をおこない、子どもの安全確保など
に大きな負担がかかっている教員の数をふやすよ
う求めることについて」と、福商連提出の「営業
損害について、県内全域を対象とし、早急な仮払
いを実施させるよう求めることについて」、「いわ

ゆる風評被害について県としても早急に実態を調
査し、速やかに損害賠償をさせるよう求めること
について」、「３０キロ圏内など、機械的な枠組み
は無くし、被害者救済に全力を上げるよう求める
ことについて」の計７件を提出しましたが、すべ
て継続となりました。

広
く
あ
ま
ね
く
被
害
を
賠
償
さ
せ

る
立
場
を

藤
川
淑
子
県
議
は
、
県
議
会
東

日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
特
別
委

員
会
（
６
月

日
）
に
お
い
て
、
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原
子
力
災
害
の
全
面
賠
償
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
は
人
災
で
あ
る
事

か
ら
「
事
故
が
起
き
て
い
な
か
っ

た
ら
、
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
収
入
と

の
差
」
を
全
面
賠
償
さ
せ
る
立
場

が
大
切
で
す
。
藤
川
県
議
は
、
一

部
の
風
評
被
害
は
対
象
と
さ
れ
た

が
、
避
難
地
域
以
外
の
自
主
避
難

者
や
、
放
射
能
に
よ
る
精
神
的
被

害
、
食
品
以
外
の
農
産
物
な
ど
賠

償
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
事
か

ら
、
全
面
賠
償
に
つ
い
て
県
の
考

え
を
質
し
ま
し
た
。

県
は
、
原
子
力
災
害
の
被
害
は

全
県
に
及
ん
で
お
り
、
農
林
水
産

業
以
外
の
産
業
や
、
自
主
避
難
、

精
神
的
被
害
も
含
め
、
広
く
あ
ま

ね
く
被
害
を
賠
償
さ
せ
る
立
場
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

東
電
の
対
応
は
不
十
分

こ
れ
以
上
の
犠
牲
者
を
出
す
な

東
電
の
仮
払
い
が
不
十
分
な
現

状
に
希
望
を
失
う
県
民
も
出
て
い

ま
す
。
野
菜
農
家
に
続
き
、
酪
農

家
が
自
殺
し
ま
し
た
。
商
工
業
者

へ
の
仮
払
い
は
上
限
が
わ
ず
か
２

５
０
万
円
で
あ
り
人
件
費
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
全
額
賠

償
と
あ
わ
せ
、
原
発
事
故
で
収
入

が
途
絶
え
て
借
金
返
済
が
出
来
な

く
な
っ
て
い
る
事
業
者
に
、
返
済

猶
予
と
、
東
電
の
全
面
賠
償
ま
で

の
間
、
国
が
借
金
返
済
を
肩
代
わ

り
す
る
制
度
を
求
め
る
こ
と
、
個

人
の
請
求
窓
口
を
市
町
村
だ
け
で

な
く
県
に
も
設
置
し
、
す
べ
て
の

県
民
の
賠
償
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
強
化
を
提
案
し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
県
民
が
原
発
事
故
の

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
放
射
能

被
害
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
広
が
り
、
将
来
に
わ
た
る
長
い

時
間
的
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
法
律
で
は
、
こ

の
よ
う
な
被
害
に
対
応
す
る
法
律

が
な
い
こ
と
か
ら
、
政
府
に
「
特

別
法
」
の
制
定
を
県
と
と
も
に
求

め
て
い
ま
す
。

地震の宅地被害や一部損壊住宅に

有効な支援策を求める

県議団は災害対策全体会議に引き続き、知事への申

し入れなどで、地震による宅地被害や住宅一部損壊に

対する有効な支援を国に求め、県自らも「社会資本整

備交付金」の活用を積極的に行うことなどの支援策を作

るよう求めました。

「り災届け」はおすみですか？

「り災証明」は再申請ができます

地震の被害は「全壊」「大規模半壊」「半壊」「一部損壊」

に分けられ、認定によって国・県・市から支援が受けられ

ます。被害が広がった場合や評価に納得がいかない場合

は再申請もできます。

簡易測定器で「放射線量測定」の

お手伝いもしています

※ 議会で取り上げてもらいたいこと、ご意見

ご要望などお気軽にお寄せください

＜連絡先＞

県庁共産党控室

電話・024-521-7618

FAX・024-523-3256

μ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
も
学
校

・
保
育
所
・
幼
稚
園
の
表
土
除

去
支
援
、
④
児
童
施
設
に
エ
ア

コ
ン
・
扇
風
機
の
設
置
補
助
、

⑤
子
ど
も
会
・
各
種
団
体
が
夏

休
み
な
ど
に
県
内
外
で
自
然
体

験
や
交
流
す
る
活
動
支
援
・
宿

泊
７
千
円
・
交
通
費
６
千
円
、

⑥
都
市
公
園
緊
急
環
境
改
良
、

⑦
県
民
健
康
管
理
（
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
・
移
動
式
）

で
す
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、「
子

ど
も
の
た
め
に
放
射
能
軽
減
策

は
す
べ
て
や
る
立
場
で
」
と
求

め
て
い
ま
し
た
が
、
一
歩
前
進

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

町
村
負
担
が
求
め
ら
れ
る
事
業

に
つ
い
て
は
そ
の
負
担
を
な
く

す
こ
と
、
ま
た
高
校
生
に
も
対

策
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
、
一
層

の
改
善
を
求
め
て
い
ま
す
。


